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いわゆる不整合関係は認められない.

以上の解釈は既述論文(甲藤･増田･左向1976)

による両層の古生物学的考察と相まって両層間に時間

的間隙の殆んど認めがたいことを裏づけるものであり

また困ノ崎の田並層基底部近くからP0"伽荻αω肋38{

(KANE亘畑A),亙〃抄かαc£刎ん妙〃刀ぬ(NAGAo)狂どの

浅海棲の貝化石などを産することは既述の堆積環境の

急変を物語るものであろう.

なお田並図幅(水野･今井1964)による田ノ崎半

島部の牟婁層群の等斜榴曲構造説或いは紀州四万十帯

団体研究グルｰプ(1969)による転倒向斜および扇型背

斜構造説などに対しては筆者は既述のようにそれら

が構造運動によるものではなくスランピング構造によ

るものと解釈していることを付記する.

おわりに

本文では串本町閏ノ崎における従来のいわゆる“熊

野層群と牟婁層群の不整合関係"についての否定的見解

を述べた.

したがって田並層は牟婁層群にひきつづき堆積し

一部はRubb1econg1omerateで始る漸新統の地層であ

っていわゆる熊野層群に含まれる地層ではなく牟婁

層群に含まれる地層であろう.

以上は下里を通る環状岩脈以南の地域についての予

察であるが全般的に紀州を考察した場合の牟婁層群の

上限及びいわゆる熊野層鮮の再検討の結果については

甲藤･増田及び左向による今後の研究発展をまって再

び言及することにしたい.
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41日本古生物学会

5.仙台市青葉山
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課題討論は次の2題が計画されている

A｢地球化学におけ争軽元素安定同位体研究｣

B｢水圏の有機地球化学｣

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4､主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


